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・
文
部
省
告
示
第
二
百
五
十
一
猿
（
師
範
學
校
盟
涵
高
等
女
學
校
喜
禁
試
瞼
検
定
許
可
學
校
中
駒
澤
大

一
ー
一
學
専
門
部
高
等
師
範
科
嵐
改
正
）
•
同
第
二
百
五
十
二
競
（
同
上
刷
士
館
専
門
學
戻
項
改
正
）
•
同
第
二

一
百
五
十
―
―
―
紬
（
賀
業
學
校
敦
員
槃
試
験
検
定
許
可
學
校
及
検
定
學
杓
目
中
日
本
大
學
専
門
部
外
＝
＝
校
二
係

ー
一
ル
分
追
加
）
•
同
第
二
百
五
十
四
盤
（
國
賓
所
有
者
簑
更
）
•
同
第
二
百
五
十
五
琥
（
カ
リ
ナ
ン
日
本
人
尋
紺

一

一

小

辱

校

、

↓

、

ナ

y
ブ
ラ
ン
日
本
人
芯
常
小
學
校
及
ラ
ザ
ン
日
本
人
尋
常
小
學
校
恩
給
法
指
定
）
。
同
第
二

i

百
五
十
六
戴
（
愛
知
縣
明
倫
夜
間
中
學
校
卒
業
者
専
門
學
校
入
學
者
検
定
規
臨
―
―
依
ル
學
力
指
定
）
•
同
第

二
百
五
十
七
猿
（
師
範
學
校
中
學
校
高
等
女
學
校
慇
貝
無
試
瞼
検
定
許
可
學
校
中
腎
山
學
院
外
一
校
ノ
項

一
改
正
）
•
同
第
二
百
五
十
八
競
（
同
上
日
本
大
學
専
門
部
羹
改
正
）
•
同
第
二
百
五
十
九
雙
璽
璽
誓

-
．
縣
試
殿
検
定
許
可
學
校
及
検
定
學
科
目
中
闘
西
大
學
専
門
部
第
一
紐
部
商
業
學
科
―
―
係
ル
分
追
加
）
よ
回
第
二

百
六
十
姉
（
南
洋
拓
殖
練
習
生
要
項
）
•
同
第
二
百
六
十
一
競
（
賞
業
學
狡
敦
員
無
試
験
検
定
許
可
學
校
及
椀

一
・
定
科
目
巾
明
治
大
學
専
門
部
ノ
項
改
正
）
•
同
第

1
一
百
六
十
二
競
（
私
立
立
敦
高
等
女
學
校
設
立
者
愛
更
認

二―
＿
ニ
―
-
可
）
•
同
第
二
百
六
十
三
競
（
金
澤
市
―
―
開
他
ノ
家
庭
敬
育
指
導
者
言
喜
項
）
•
同
第
二
百
六
十
四
漿
（
昭

一
和
十
一
年
第
二
回
専
門
學
狡
入
學
者
試
跨
検
定
竺
高
等
試
験
令
第
七
條
＝
云
岱
試
瞼
施
行
）
•
同
第
二
百

―
―
一
ー
一
六
十
五
賊
（
高
等
學
校
高
等
科
敦
員
試
瞼
検
定
施
行
）
合
同
第
二
百
六
十
六
喜
覧
所
有
者
髪
更
）
喜
一

ー
百
六
十
七
競
（
滋
賀
縣
淡
悔
高
等
女
學
校
設
立
者
髪
更
認
可
）
•
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斜
學
博
物
僻
の
使
命
に
就
て

第
五
百
五
十
五
鍼

計
會
敦
育
，
と
博
物
館

近
年
訳
會
敦
育
の
機
蓮
勃
然
と
し
て
起
り
P

宇
円
少
年
の
教
育
は
も
と
よ

り
成
人
敦
育
に
至
る
迄
註
倉
各
般
の
麓
訳
が
賓
施
さ
仇
p

寅
に
外
貌
は
燦

然
た
る
も
の
炉
あ
色
然
し
な
炉
ら
社
奮
敦
育
の
根
韓
た
る
博
物
館
圏
書

館
の
現
朕
を
諷
て
は
紐
促
た
ら
ぎ
る
を
得
な
い
。
此
二
つ
は
烏
の
隋
冥
車

の
附
輪
て
；
定
れ
な
く
し
て
何
の
祉
會
教
育
か
な
と
言
ひ
｝
し
い
位
で
あ

る
。
苔
れ
ば
欧
米
先
進
國
に
於
け
る
此
璧
畢
業
に
力
を
致
す
事
は
鷲
歎
に

値
す
る
も
の
が
あ
る
。

彼
の
獨
逸

t
ュ
ン
ヘ
ン
し
あ
る
獨
逸
博
物
館
は
篇
洲
大
戦
嘗
時
國
｀

げ
て
外
敵
に
嘗
り
つ
A

あ
る
の
秋
獨
り
此
の
建
設
は
網
績
さ
訊
大
載
終
了

の
翌
年
立
派
に
開
館
の
這
ひ
に
至
り
し
が
如
き
、
倫
敦
の
大
英
博
物
館
の

年
々
百
寓
卸
以
上
の
巨
費
を
計
上
し
て
益
々
内
容
の
充
賀
｀
と
使
命
の
壼
輝

に
努
め
て
る
る
が
如
き
'
吾
人
此
種
事
業
に
従
亭
す
る
も
の

O
羨
望
の
的

學以に及 る學の ば類つ館如館つす
産て便疲ー敦方闘弦 渾のてのく｝てる抑
業〗し達儒育面係に 山障ゐ如思謂観東も
等只＇に此的にを述 の列るき惟へ覧京我
に箪他査種の闘岐べ敦数をもしますばのン匝l
屡に方す博博すり舒育も以の‘る＇中京博
す勁壼る物物る一と的叉てが置に古心都物
る植明と館館知刷す博必博多の至代を}9館
機鍍壼共のに識のる物要物い博れのな奈の一
械物見に目就を産の館な館゜物る歴し良預大
模のを學的て一業はのいの成館を史ての逹原
型如助者はゞ般の人内の全るで以美ゐ帝を因
のきく噂科あ民基生容で部程はて術忙窒同に
類自る門學る衆礎生 あと鎧無‘の結博顧期
を然に家知 3 にと活 るす兜い科陳果物すせ
ー科あの識 普なに °るや様學列 3 館るね
堂學る研の 及る直 な刀に博館博がにば
にしこを究普~ す科接 ら餃l]思物の物あ‘な
陳闘 亭ら
列 -K， 
し，虞言胃瓢霞冒鬱彎冒詈霞霞置ニ□ e ぷに゜
座菌し 恣も幻心、｀｀騎＇誓疇'
しの［恣＆，‘く， 球

索か‘ ：誓~
シ，~

％ャ~妥、9 :虹
［］ 後 ：文声言］、：

東
京
科
學
博
物
館
學
藝
官

で
あ
る
。
賓
に
此
の
二
つ
は
批
界
博
物
誼
の
双
璧
で
あ
っ
て
こ
民
衆
の
科
學

産
業
に
馴
す
る
知
識
を
賦
興
す
る
上
に
絶
大
の
役
割
を
演
じ
う
批
界
文
渾

の
褒
逹
に
貢
款
す
る
閲
蓋
し
偉
大
な
る
も
の
が
あ
る
Q

従
つ
て
歓
米
各
園

共
博
物
館
の
普
及
疲
逹
疇
｀
ヽ
ベ
き
も
の
か
あ
り
，
獨
の
千
六
百
英
の
五
百

米
の
千
五
百
佛
の
六
百
の
如
き
＂
我
國
の
僅
に
五
指
を
屈
す
る
に
足
ら
ざ

責
弱
苔
に
比
べ
て
C

其
相
違
の
餘
り
に
大
な
る
に
翠
虞
く
の
他
は
な
い
。

鸞
璽
麗
事
業
は
近
年
急
速
の
進
歩
を
書
げ
、
殆
と
全
刷
に
普
及
し
'

数
に
於
て
も
内
容
に
於
て
も
相
嘗
見
る
べ
き
も
の
炉
あ
る
か
‘
我
博
物
館

事
業
の
如
i

さ
は
数
に
於
て
読
に
然
り
，
円
容
に
至
っ
て
は
全
く
問
題
外
で

あ
る
と
云
ふ
て
も
敢
へ
て
過
言
で
は
な
い
。

博

牧

館

事

業

不

振

の

理

由

と

哉
因
敦
育
施
殴
の
内
何
故
獨
り
博
物
館
事
業
の
斯
＜
迄
遅
れ
た
る
か
、

是
れ
は
色
々
の
原
因
あ
ら
ん
が
、
官
民
共
に
博
物
館
事
業
に
酎
し
認
識
の

を
待
つ
の
み
で
は
是
れ
は
樽
物
館
使
命
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
。
諧
演
會
壽

習
會
等
に
よ
っ
て
、
日
進
月
歩
の
新
學
詮
，
新
研
究
の
紹
介
指
導
に
努
め
ね

ば
厄
ら
ぬ
。
又
一
般
の
陳
列
標
本
の
外
に
學
術

的
債
値
あ
る
も
の
を
多
数
蒐
集
し
て
．
學
者
篤

志
者
の
研
究
に
資
す
ぺ
く
用
意
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
大
學
専
門
學
校
の
標
本
室
が
一
般
民
衆
に

自
由
に
公
開
さ
れ
て
ゐ
な
い
蜆
朕
に
於
て
は
、

特
に
力
を
致
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
黙
て
あ
る
。
然
し

な
が
ら
今
直
に
如
斯
内
客
を
持
つ
博
物
館
を
全

國
に
普
及
す
る
の
必
要
を
唱
ふ
る
の
で
は
な

、
0中

央
と
地
方
と
に
よ
っ
て
博
物
館
の
使
命
に

も
自
ら
多
少
の
差
が
あ
る
、
中
央
の
は
一
國
を

代
表
し
て
國
際
的
使
命
を
有
す
る
も
の
で
あ
る

か
ら
§
出
来
る
だ
け
規
模
も
宏
大
に
内
容
も
充

宣
し
て
，
博
物
館
を
一
巡
す
れ
ば
巽
同
文
化
の

進
展
如
何
を
想
察
せ
し
む
る
に
足
る
だ
け
の
施

設
と
鯉
管
が
必
要
て
あ
る
。
悔
外
諸
國
に
於
て

は
此
の
事
業
は
相
雷
重
観
せ
ら
れ
~
大
學
と
肩
を
並
べ
て
何
等
遜
色
な
き

植
威
を
持
ち
待
遇
を
受
け
て
ゐ
る
。
斯
る
考
を
持
つ
外
國
人
か
来
航
し
て

景全館物隙學科京東

足
ら
ざ
る
を
以
て
，

文
部
時
報

科
學
博
物

の

"”こt1" 

ヘ/＂2 
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茂

て

忠

仕
生
士
が
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あ
っ
た
な
ら
、
彼

等
の
失
望
は
如
何

ば
か
り
か
，
叉
我

國
文
化
に
野
す
る

疑
問
と
軽
親
の
念

を
起
さ
し
む
る
は

常
然
で
あ
る
。
是

れ
に
反
し
て
地
方

樽
物
館
は
徒
に
規

模
の
大
を
望
む
も

の
で
は
な
い
。
よ

け
固
定
し
て
励
か
ぬ
性
質
を
持
つ
も
の
で
あ
る
か
ら
？
博
物
酋
を
生
が
し

て
行
く
に
は
，
そ
こ
に
工
夫
が
必
炭
て
あ
る
。
即
も
常
に
館
外
に
呼
び
か

門
學
狡
生
徒
兒
窟
や
民
業
を
し

ヘ
す
牌
物
館
に
闘
心
を
持
た
せ
て

行
か
ね
は
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
陳
列
誼
以
外
の
活
勘
邸
ち
講
演
盃
宍
疇
習

會
か
ら
活
動
喜
呉
映
喜
其
時
に
應
じ
硲

9
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ら
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あ
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胃
冒

に
は
。
獨
逸
博
物
佃
に
し
て
も
大
英
博
物
誼
に
し
て
も
、
増
築
に
増
築
を

重
ね
て
漸
く
今
日
の
大
を
な
し
た
事
が
一
見
し
て
窺
は
訊
る
。

自
分
は
一
昨
年
秋
マ
ド
リ
ー
ト
の
萬
國
博
物
酋
會
議
に
出
席
の
鯰
諭
、

科
學
拇
物
館
の
使
命
に
就
て

¥
f
 

電g

文
部
時
報

博
物
館
を
親
察
し

た
楊
合
、
も
し
そ

れ
が
咎
蒻
見
る
L

の
で

第
和
百
塁
塁

＜
其
地
方
を
代
表
す
る
楔
本
類
の
蒐
集
を
第
一
と
し
，
産
業
の
情
勢
や
璽

要
工
業
の
製
造
順
序
原
理
等
を
會
得
せ
し
‘
)
び
る
に
足
る
程
度
の
展
示
を
す

る
だ
け
に
て
結
構
で
あ
る
。

博
物
館
経
螢
の
困
難

博
物
館
は
今
尚
一
般
的
に
は
閑
事
業
て
あ
る
か
の
如
く
息
推
せ
ら
れ
て

景全誼物／駆逸獨ンヘンュミ

~一、~，

]
五

（室計時）部一乎の室列陣誼物揺逸獨ンヘンユミ

ビ

る
る
時
代
で
あ
る
か
ら
急
是
れ
炉
鯉
螢
宜
し
き
を
得
な
い
と
百
不
必
要
硯

苔
礼
る
恐
れ
が
あ
る
n
>

今
後
の
此
種
博
物
館
の
網
鶯
は
，
民
衆
生
活
に
闘

係
深
き
科
學
其
他
の
知
識
の
普
逼
化
に
頗
る
有
妓
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ

と
を
充
分
こ
徹
底
せ
し
め
る
上
に
、
特
別
の
工
夫
と
異
常
の
努
力
と
が
肝

要
て
ぎ
冗
若
し
此
黙
に
成
功
す
る
な
ら
ば
、
其
繁
榮
疑
な
く
、
時
代
と

共
に
褻
展
披
大
せ

ら
る
る
と
思
ふ
の

で
あ
る
。

由
来
博
物
館
な

る
も
の
は
博
覧
會

や
、
ゥ
展
梵
會
の
如

V
"
時
と
共
に
愛

化
し
‘
陳
列
場
面

を
斤
・
こ
し
て
『
＜

葉
t

;

1

事
は
容
易
の
も
の

で
は
な
い
。
陳
列

品
が
貴
重
の
襖
本

に
し
て
他
に
類
例

の
な
い
様
な
も
の

ぐ‘

'
な
れ
は

[ : :”攣戸;9 ];>
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科
學
拇
物
館
の
使
命
に
就
て

（石化）部一の列陳部學地館物隙學科•京東

七

〇
東
京
科
學

樽
物
偉

明
治
五
年
―
]
一
月

本
郷
湯
島
大
成
殿

に
観
覧
所
を
設

け
:
公
開
し
て
公

衆
の
観
覧
を
許

し
，
四
月
天
皇

部一Q)列陳部學工理館物薄學科京東

て
誤
は
な

文
部
時
葬

第
五
百
五
十
五
読

陛
下
博
物
館
に
御
臨
幸
あ
ら
せ
ら
る
，
是
仇
我
國
博
物
館
の
濫
靡
に
し
て
'

圏
束
星
霜
六
十
年
玉
幾
愛
遷
を
鯉
一
＼
昭
和
六
年
上
野
公
園
内
に
鐵
骨
鐵

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
延
坪
敦
二
千
五
百
餘
坪
工
費
二
百
萬
園
を
以
て

雄
姿
を
現
し
＂
十
餘
萬
勘
の
標
本
乞
展
覧
し
沼
十
一
月
天
皇
皇
后
爾

陛
下
の
行
幸
啓
な
仰
ぎ
．
は
な
ば
な
し
く
開
館
｀
す
る
に
至
っ
て
博
物
肛
史

を
限
り
聡
講
を
許
し
、

且
つ
陳
列
品
に
闘
係
あ

る
活
動
窟
箕
の
映
意
を

な
し
、
特
殊
の
機
械
装

置
例
へ
ば
ェ
ッ
ク
ス
光

線
；
オ
シ
ロ
グ
ラ
フ
，
テ

レ
ビ
ジ
ョ
ン
の
如
き
は

徊
日
午
前
一
同
午
後
二

同
時
を
定
め
て
館
員
が

宵
籐
掌
叫
明
を
行
ひ
'
天

儒
天
文
鐙
は
鉦
週
水
土

の
雨
日
夜
間
の
観
測
を

許
し
¥
附
島
の
科
學
専

門
の
園
書
館
が
あ
っ

て
、
陳
列
品
に
就
て
の

詞
査
研
究
に
利
用
せ
し

め
沼
講
義
室
は
約
百
名
を
牧
容
し
得
，
學
校
に
於
て
一
學
級
鉦
に
學
生
生

徒
を
引
李
し
て
来
り
本
館
所
蔵
椋
本
を
利
用
し
つ
A

敦
室
の
延
長
と
し
て

枝
外
敦
授
を
行
ふ
為
め
に
準
備
せ
ら
る
。
疇
堂
は
六
百
人
を
定
員
と
し
本

館
事
業
に
闘
係
あ
る
靡
演
會
需
習
會
其
他
の
催
し
物
に
使
用
を
許
し
f

時

上
に
一
線
を
劃
し
亡
次
第
で
あ
る
。

現
在
陳
列
部
門
を
励
物
學
部
植
物
學
部
地
學
部
理
工
學
部
工
業
部
産
業

部
の
六
部
門
に
分
ち
，
自
然
科
學
に
犀
す
る
部
門
は
生
態
的
陳
列
を
主
と

ピ
現
エ
學
方
面
は
｛
貫
験
宣
演
に
直
黙
を
置
き
，
観
者
自
ら
を
し
て
研
究

褒
見
工
夫
を
擬
ら

す
に
便
し
、
尚
學

者
笞
特
別
研
究
者

の
化
め
に
昆
轟

室
，
介
殻
室
、
骨
酪

室
，
内
外
銚
物
至
'

菌

輩

類

室

を

設

け
、
個
人
に
し
て

一
定
期
間
研
究
訓

査
の
希
望
者
に
は

逼
宜
解
放
す
る
事

に
な
っ
て
ゐ
る
。

室
裟
置
が
あ
っ
て
活
励
葛
興
の
映
窮
も
自
由
で
あ
る
。
所
蔵
映
霊
は
科

學
物
が
中
心
で
b

宇
宙
の
驚
異
3

地
綜
進
化
史
、

ア
ィ
ン

ス

女
E、(

ン

等

燕
二
の
貴
重
な
る
學
術
映
書
ど
始
め
と
し
、
躍
進
日
本
の
機
械
工
業
，

南
業
の
一
般
を
示
せ
る
も
の
七
十
三
種
百
三
十
四
巻
あ
り
り
園
儒
よ
り

の
希
望
に
は
無
料
映
腐
の
芳
を
と
り
壱
又
特
別
の
湯
合
し
は
館
外
畠
張

映
葛
に
も
應
じ
る
事
に

験賞洞風型小部學工理館物隙學科京東
（得をとこす出迄米二十速風てしに用明説理原翔飛機翌航）

展ー経も喚ら 棉列月野植チな
開國費＇揮も斯つ館の外靱ユつ
せの僅規に＇くて肉如見採ァて
る文少模努徳て乙のく學集 l ゐ
に運な尚め物不る足催放指のる
はをる小つ館充°らし行導為゜
未ー為なつ機分 ぎて等．め又
だ堂めるあ能な る t を地にア
}手

逃 ぃうとるのが を陣苺學動マ

部ーの列陳部學物動館物樽學科•京東

一
六

叉
苺
土
曜
日
に
は

各
部
門
毎
に
特
別

説
明
を
蜆
場
に
於

て
試
み
'
―
―



く
及
ば
す
U

社
會
の
情
勢
に
應
す
る
た
め
に
は
更
に
四
千
坪
以
上
の
陣
列

館
を
必
要
と
す
る
を
以
て
'
闊
費
支
辮
不
悶
聾
仇
口
時
志
家
塁
畜
附

に
侯
つ
共
，
近
く
｛
貰
現
し
た
い
も
の
と
我
等
は
不
断
の
努
力
を
綬
け
て
ゐ

る
。
又
國
際
博
物
舘
と
し
て
は
悔
外
各
國
の
模
本
蒐
集
の
要
も
あ
り
3

特

に
東
洋
諸
國
に
係
る
も
の
を
網
燥
し
て
、
東
洋
の
事
は
東
京
の
科
學
博
物

館
に
行
け
ば
研
究
遺
憾
な
し
位
の
も
の
に
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
是
仇
が

為
め
に
は
各
地
に
蒐
集
網
を
張
る
は
勿
論
，
學
術
掠
骸
踪
も
属
々
派
遣
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
。

以
上
述
べ
亡
所
は
本
館
の
現
欣
で
あ
る
が
t

昭
和
六
年
間
館
以
来
＼
褐

者
も
年
と
共
に
壻
加
し
S

咋
年
度
は
三
十
一
萬
五
百
九
人
に
逹
し
一
日
平

均
八
百
七
十
五
人
の
剖
て
あ
る
、
今
眩
に
入
易
者
を
種
類
別
に
示
し
て
見

る
と
左
表
の
通
り
で
あ
る
。

冒

＿

大

人
l

ヽ
ヽ
塁
賃
有
料
無
ー
ー
斜
一
定
刈
回
霰
浚
待
招
結
＿
合
計
一

甘

敗

一

4
J
口
測
宕
一
圃
骰
＿
図
塁
券
一
夫
ゲ
戸
＿
券
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呈
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五
一
差
言
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三
八
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．
忍
塁
＝
『
喜
h-i-
、合一｛己＝＝＝ロ―
i
=
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H
i
区
）
へ
塁
三
塁

＿
ー
l
'
ド
ー

1
~
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L
-
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．1ー
，
ー
ー

1
ー
、1ー
，
＇

開
館
に
は
観
覧
者
の
便
を
園
り
年
中
鯖
休
館
と
し
入
揚
料
は
不
良
入
畠

者
制
恨
の
意
味
に
て
僅
に
十
鍼
を
徽
牧
す
る
の
応
で
あ
る
。
學
校
生
徒
工

場
等
の
為
め
に
定
期
園
儒
券
を
，
個
人
研
究
者
の
為
め
に
同
敷
券
を
嘔
塾
打

し
て
、
一
人
一
同
の
料
金
を
二
錢
内
外
に
減
額
し
て
汎
＜
詞
用
に
便
し
て

？
包
遠
隔
に
し
て
常
に
入
場
す
る
の
不
可
能
な
る
人
々
の
謡
め
に
，
毎

文
部
時
報

第
五
百
韮
十
五
孤

月
「
自
然
詞
學
と
樽
物
誼
」
麟
る
雑
誌
を
衰
刊
し
て
，
新
着
榛
本
其
他
主
要

標
本
の
解
説
を
掲
載
し
濱
無
料
に
て
配
布
し
て
ゐ
る
。
又
各
部
門
苺
に
陳
列

品
の
解
説
e

類
學
説
紹
介
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
顎
行
も
行
っ
て
ゐ
を
．
一

終
り
に
地
方
學
狡
等
に
て
修
學
旅
行
の
際
b

本
館
を
見
學
す
る
プ
ロ
ク

ラ
ム
を
作
製
せ
ら
る
る
際
は
。
少
な
く
共
二
時
間
、
出
来
得
る
な
ら
は
半

日
位
を
眩
に
費
す
べ
く
豫
定
せ
ら
，
且
忙
い
。
そ
し
て
書
食
は
屋
上
に
て
東

京
全
市
を
展
望
し
つ
．
A

す
麦
せ
ば
よ
い
の
で
あ
る
3

湯
茶
も
網
料
で
供
給

す
る
ビ
叉
地
下
室
の
食
堂
に
は
，
是
等
圏
轡
の
雪
ご
ジ
に
て
辮
嘗

を
差
し
上
げ
る
用
意
も
あ
る
）
（
終
り
）

j̀ 
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提
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テ
目
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ト
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六
ヶ
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金
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岡
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I
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時
報
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チ
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麟
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得
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文
部
省
の
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